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1．'は'じめに

 英語のリスニング（ヒヤリング）力の技能は，．他の読む，書く，話す技'

能と比べて，日本人は一般に，おとっているように思われる。その理由と

しては，目本の平均的な学校で英語を学んだ学習者は， 「読み，書き」な

どの視覚的学習を中心にしてしか勉強していないことが，あげられる。

 また，これまでのリスニング（ヒヤリング）の研究は，語い力，文法力，

発音などの方面からのみなされてきた。しかし，聞きとりには，他の技能

と違う複雑な心理・言語学的側面が存在する。つまり，リスニング（ヒヤ

リング）は言語習得の基礎能力であるだけではなく，ものの認識や記憶の

メカニズムと深く関係していることである。

 そこで，本稿ではジこのリスニング（ヒヤリング）に関係する心理・言

語学的研究を紹介し，英語の聞き羅り教育向上への手がかりを与えるもの

である。

2． リスニング（ヒヤリング）とは

 1） コミュニケーション的分析

コミニケーシkンのモデル

 目常の会話におけるspeaking-hearingの過程は， speakerとhearerとの

間のinterpersoρal com卑unication過程であると考えられる。       ．

 もともとは，電話のコミュニュケーション問題の研究の基礎として用い

られていた，シャノン・ウィーバ「一モデル1）（Shannon and Weaver）は，
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speβchを通してのインタ」・パーソナルなコミュニュケーショソへの多

くの興味深い洞察を与えてくれる。
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このモデルにおいては，一般的に「発信地」（source）と「目的地」（de-

tination）という，2つの異なる情報システムがあり，発信地からこの両

を連結する「チャネル」（channel）を通じて運ばれる「信号」（signal）

，目的地に対し影響を与える過程が「コミュニ＝ケーション過程」（co-

munication process）であると定義される。

ある情報の発信地は，まず言語的メッセージを発信機によって，チャネ

が運ぶことができる非言語的シグナルに変形（encode）する。そして，こ

シグナルは，目的地の側の受信機によって再び変形（decode）され，も

の言語的メッセージに戻される。もしも，この過程で，チャネルに1「雑

」（noi5e）があれぽ，その強度がますにつれて，コ．ミュニケーションの

率は低下する。

この電話モデルと対応して，キャロル（Carrolls）の組織的モデル2）は，
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speqking hearingのコミュニュヶーション過程を明らかにしてくれる。

 との図では，左半分がspeakingの過程であり，右半分がlistening co-

mprehensionである。このspeakerとhearerの役割は，固定されたもの

ではなく，feedbackを通してたえずreciprocal relationshipをつくってい

る。特にリスニングの場合は，メッセージの特性，チャネルを通してのメ

ッセージの通過，noiseの問題，メッセージの受容，受け手のdecoding

などが重要となる。

 又，speakerとhearer d）cultureが異なる場合のコミ＝二・ユケーション

（異文化コミュニュヶーション）は，L層，むつかしくなる。「異文化コ

ミ．ユニュケーションとは，message' 垂窒盾р浮モ?秩ispeaker・or communicator）

がある文化の一員であり，message receiver（1istener or audience）が別の

文化の一員であるときには，いつも起こる」3）。

 この異文化接触での意味を変える変数にはポータ（Porter，1972）4）によ

れば，次の7つがある。（1）socibl perception，（2）attitudes，（3）social org-

anization， （4） patterns of thought， （s） roles」 （6） language and， （7） vario-

us nonverbal dimensions。特に， listeningとspeakingにおいては，（6）と

（7）が重要となってくる。

 話し手が，native speakerとコミュニュケイトするために，外国語を用

いている時は，misinterpretationが生じやすい。なぜなら，「言語学的要

素の文化的結合や，それに伴うprosody， Paralanguageやkinesic eleme一

、nts（intQnation， tone of voice， facial moYements， gesture）が，送り手や，

受け手にとって異なっているためである。」5）

 言語と文化の関係

 言語は，深く文化の中に根づいており，文化の全体性の中で，重要な役

割を果たしている。サピア・ウオー7によれぽ，「言語は，ただ単に，経

験を伝えるためのdeviceとしてではなく，もっと重要なことには， spea-

kersの経験を定義する方法として機能している」6）と述べている。「言語

は，単にコミュニュケーションのテクニックからはなれて，speakersの
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perceptionを方向づけるやり方であり，経験を重要なカテゴリーの中に分

析するhabitual modesを与えている。」7）

 そこで，これがヒヤリングを通しての異文化コミュニュケーションの理

解への障害となる。しかし，コミュニュケーションは，言語だけで，伝え

ることはできない。それは，いつもspeakersとIistenersの経験と知識に

基礎を置く。「すべての人たちは，その国の文化環境から，，意識的にも，

無意識的にも，身についた考え方や価値感，論理性などがある。いろんな

文化の中での価値感，これらの違いに関する認識の欠如は，異文化コミュ

ニュケーションのさまたげとなり，誤解のもととなる。」8）

一文化は，多くの点でコミュニュケーションに影響を与える。流ちょうな

英語だけでは，英語圏の人とのよいコミュニュケ」ションは保持しえない。

言語とともに文化をも一緒に教える教育の姿勢が望まれる。

 2）最近のlistenin9研究の現状

 1isteningに関する研究は，最：近，心理言語学会や音声学会で研究が進

められている。それは，listeningが言語習得の基礎能力であるだけでな

く，ものの認識や記憶のメ男ニズムと深くかかわっているからであるb

 河野氏によれば1最近のIisteningの新しい見方は，「listening習得の要

諦は，外国語の音声特徴に反応し，日本語の音声特徴は無視するという習

、慣づけの問題にあるとする従来の条件反応的な見方は大変影が薄れ，聴解

の作業をより深い言語情報を積極的に分析したり総合する態動的な作業だ

と考える方向に傾いてきている」9）と報告している。

 Danes-Pinson（1963）10）は，実際の音声言語は単語単位の几帳面な発音

からかなりずれるという・事実をもとに，listeningとはThe s＊n＊s n＊t

sh＊n＊ng t＊d＊yという文から， The sun is not shining today．を，語い，

文法知識を手がかりに構築する作業に似ていると述べている。Pimsleur

（1971）11）も，聴解の中心的な作業を各種情報の総合と分析に置いた上で聴

解の過程を次のように示している。

 （1）聴覚入力（sensory input），（2）ブイルター装置（filter device），（3）
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模倣性記憶装置（ech・ic mem・ry device），（4）総合による分析（analysis by

synthesis），（5）リハーサル段階（rehearsal stage），（6）短期記憶段階（short

term memory stage），（7）永久記憶段階（permanent memory stage）。この

順番で，入力情報が処理されるが，同時に平行して行なわれることも多い

と言う。

 Afkinson-Shiffrin（1968）も，音声入力は，ごく短い間，模倣的（echoic）

に感覚的貯蔵庫（sensory storage）に格糸内され，これが既に長期記憶（long

term memory）として大脳に貯蔵されている言語規則や過去の諸経験に照

らされて分析され，整理のついたものだけが，新たな知識として長期記憶

に追加され，整理のつかない情報は短期記憶として，やがて忘れ去られる

と述べている。

 一方，音声学の立場からは，言語音の音響学的波形と音素のような言語

学的単位との間には，1対1の対応関係は認められないが，調音め型とは

ある程度の対応関係があることをStevens（1972）13）らが発見して以来，人

は音声に調音の型を当てはめながら聞くから音声が知覚できるのだという

motor theoryが生まれた。これは， listeningが従来考えられて来たよう

な受け身の技能ではなく，能動的な作業であり，発話とパラレルな文を聞

き手の側で生成し，それを話し手の入力に重ね合わせて，照合しながら意

味を理解してゆく作業（発見学習的な学習）へと発展する。

 心理言語学の立場からは，フオダー14）（J．A．：Foder）は， listeningの最小

単位は音素ではなく，それより大きな句や文の直接構成要素（the immedi-

ate constituents of a sentence）のような，ある種の文法単位であると主張

している。ハガード（M．Haggard）らは15），すべての人に共逼に固定した単

位があるのではなく，発話刺激の種類や聞き手の学習程度などによって変

わるというQ個々の音の認知が環境によってどう変わるかについて実験し

たオニールとミラーの研究によると16），・その音が独立レた単語に含まれ

る場合よりも，文中に含まれるときの方が，類推の手がかりが多いので，

ずっと認知しやすくなる。すなわち，1isteningができるかどうかは，聞き

手のもっている知識や能力と外部から与えられる手がかりの相乗積で決ま
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る。

 最近，プロソデイ（prosody）のリスニングに果たす役割が注目を集めて

いる。プロソデイとは，リズム，発話速度，強さ，ピッチなどが総合され

た現象である。

 Fujisaki et・al・（1975）とSumlnerfield（1♀75）の発話速度（ポーズを除い

た純粋の調音速度）の実験では17），確かに速い速度は音素識別に影響を与

えるが，聴者は1秒以内に不明瞭音素の再構成を容易に行なうと報告して

いる。Foulke（1968）のspeech compressorを使った研究では18），1分間に

250～300語あたりまでは聴解度はほとんど変わらないが，それ以上は急速

に落ちると述べている。しかし，その場合でも，word intelligibilityは残

っているので，聴解度が低くなるのは聴覚入力情報をprocessするのに必

要な時間（perception time）が奪われるだろうと考えている19）。

 リズムの働きは重要で，Haggins（1979）も一Lehiste（1973）も20），基本

的に等時的なリズムは発話の明瞭度を高めるが，リズム性が失われると，

分節音素すべて識別できても，全体としての発話の明瞭度はそこなわれる

と述べている。Studdert-Kennedy（1979）21）も，聞き手はリズムによって，

アクセントのある意味上重要な語を予測し，そこに注意力を周期的に集中、

するから能率的に意味がとれるのだと報告している。

 強さ（amplitude）は，単独では重要な要因とは考えられていない（Oar

win＆Bethell-Fox1977）22）。また，聴解には，視覚情報も必要である。Sum-

mer丘eldの実験23）によれば，音声と同時に，話者の顔，唇のビデオ・テー

プを見せて音声を書き取らせると，成績は，音声のみ23点，音声と顔は65

点，音声と唇は54点（以上100点満点）となり，音声と一致しない視覚映

像（顔，唇）を同時提示すると書き取りの成績が落ち，その誤答に両刺激

からの情報の複合体（例えば，音声＝man，映像（唇）＝map，答はmam）

とみなし得るものが多くなると述べている。
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3．英語教育への示唆

1isteningは，これまで述べてきたように，受身的な作業ではなく，分析

と総合を中心とした能動的作業である。そこで，それに応じた指導法が考

えられるべきである。

 1）memoryとretention

 ：Broadlentの研究24）において明らかのように人間の組織は，情報を吸収

することにおいて限られた能力しかもっていない。情報は，eventsが共通

にもっている特徴に従って，perceptual processesによらて，まず最初に，

ブイルターにかかる。このブイルターにかけられた情報は，short term

storage mechanismという記憶の中に吸収される。もし，情報が定期的に

知覚過程を通して再循環しないならば，情報はこのshort-term memory

からたやすく消えてしまう。選ばれた情報のみが，こO' short-term memo-

ryからlong・term storage in memoryへゆく。また，「comprehension of

speechには，聞いた最後の音からではなく， a whole sequencesから，情

報をretainすることが要求される」25）。その結果として，・inexperienced

studentは，教材にあまりなじみがない時， each sound sequenceから吸収

するためのhigh-information contentをもつ。そこで，再循環を通して一一

連の音の連続から関係する要素をretainできない。この段階は，聞く時

はすべては理解しているが，理解しているところのことは思い出すことは

できない。Riversによれぽ26），この段階は学習過程においての合法的か

つ，必然の段階とみとめられなけれぽならないとし，学生は言語学習では

共通の経験であり，personal failure of memoryではないと述べている。

 そこで，1isteningの学習においては， memoryをretainする練習がな

されるべきである。それでは，memory spanとはどうしたら，広げてゆ

けるのだろうか，それには，the length of the segmentsとthe length of「

the pausesが関係している。「segmentsの間のポーズの間，組織は，聞い
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たところのものをrehearseしてmemory traceを強めている。」27），また，

Ladoの研究によれば28），外国語教材のためのauditory memory・spanは，

母国語の教材よりも少なく，たぶん9～15語の割合であると述べている。

segmentが長くなれば，ますます，auditory memoryには， strainが大きく

なる。上記のような，memory spqnをおさえた，教材の配慮がのぞまれる。

 2）listening向上への段階

 Riversによれぽ十分な聴解能力を身につけるには，2つの段階を通らな

ければならないという29）。Ce一一一段階は， recognitionの時期で，最初は，外

国語の1つ1つの発音や慣用句，連語，文型などに注意を集中する。しか

し，このままでは細かいことに：気をとられ，聞いたことの内容がよくっか

．めないから，第二段階（selection level）として，論旨の上から重要な表現

だけを拾い，他の無関係な語句には無視する習慣をつけて，memory・span

を拡大しなけれぽならないと述べている。

 そこで，「文意を把握する上で余分な語句は省いて聞かせたり，長文を

与えて最初嫉paragraρhごとに，次は発話全体の要旨を述べさせるなどし

て，いっときに理解する発話の長さ（chunkingの幅）を拡げる練習」30）な

どが必要とされる。

 又，心理言語学者の中には，listeningの作業はspeakingより'も，むし

ろreadingの作業に近いと述べている人もいるので，速読の練習も併せて

行うべきである。

 3）1istening comprehensionのための練習

 音声面の勉強をしていない学習老にとって先ず最初の学習は，既に習得

している英単語の聴覚的な習熟に力を入れるべきである。視覚的な学習に

よって習得した単語は紙上で文字の形で提示されると意味を認知できても，

音声として聴覚的に提示されると認知できなかったり，認知までに，しば

らく時間がかかる。これでは役に立たないので，既習の英単語の聴覚によ

るidentificationを主目的にした学習を第一段階で行う。
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   Word ldentification Drill

 単語は，文章の構成の上からみると，意味の伝達に主要な役割をはたす

語群一実語（full word；content word）と，文章構成のために文法的に重要

な役割をする語群一機能語（function word），文法語（grammatical word）形

式語（forln word）がある。「文強勢は実語にしかおかれず，機能語にはほ

とんどおかれない。native speakerの通常のspech speedでは，それらの

語は，前後の語にはさまつて圧縮され，発音上凸形」31）になりがちである。

そこで，日本語のような個々の音節を平均的な強さで発音する言語に慣ら

されている我々の耳には，聞きとりにくい。発音の下形の聞きとりは，強

形よりむつかしいので，練習の初めの段階は発音の形が1つしかない実語

にしぼった方がよい。

   音声現象の学習

 日本人は，英語の単語を覚えるとき，アクセント（accent）が，どの音節

にあるか注意して覚える。たとえぽ，日本語の「ハシ」の発音で，「箸」

と「橋」ではアクセントが違う。これは「ハ」と「シ」の音程の高さ（pi-

tch）の違いである6このように日本語のアクセントは，音程の高低の変化

で，pitch accentである。

 英語の場合，例えば，Englishの発音では，〔ingli∫〕と冒頭にアクセン

トを置いてい1る。これは，その部分の発声が，他の部分の発声より強くな

っている。このように英語の単語のアクセントは，その部分に強勢（sttess）

を：おいて強く発声する。「英語では語（words）はstress． patternによって

記憶の中に保持される」32）。聞きとりという観点からみれぽ，英語のspeech

には強勢のおかれた音節があることが，我々日本人にとって聞きとりの障

害の主因となっている。

 又，英語では，連語を普通のspeech speedで発話すると，発音上の変

化が生じることがある。そこで，「単語単位の二形の律義な発音だけで練

習をおわらず，それが崩れた弱形，同化・音脱落，連語のような音声現象

についての反復練習」33）も必要である。

   プロソデイの指導
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 従来から英語教育の現場では，分節音素の発音の指導に気をとられ，プ

ロソデイはあまり重要視されないできた。しかし，河野氏（1980）34）も述

べているように，分節音素の品質は少々悪くてもそれほど聴解に影響しな

いのに対し，リズムが乱れると聴解は非常に困難となる。そこで，．「英語を

学ぶことは，英語のリズムを学ぶことだ」35）ともいえる。Donovan＆Da-t

rwin（1979）36）や三宅氏（1981）の実験で明らかなように，英語のリズムと

イントネーションは互いに密接に絡みあっているからリズムとイントネー

ションを互いに関連づけて指導することが必要である。

 又，ポーズの長さも，聴解に影響を与えるポーズは，全く音声を含まな

い無音状態をいう。juncture pause（句，節，文の切れ目を示すポーズ）

とhesitation pauseがあるが，一時的に後者の方が時間的な幅は長い。

：Boomer， Mercerらによると，0．2秒以上のポーズをhesitationとみなして

いる。「聞きとりが困難であれば，．英語そのものをスローダンせずに，間

（pauses）．を伸ばすべきである。」38）たとえぽ，テープ・レコーダを操作して，

文法的な意味単位ごとにポーズを置いて聞かせると，休止のない文よりは，

文法情報を多く与えていることになる。

   Phrasing Drill

 第一段階で単語の聴覚的認知を目的として練習した後は，数個の単語が

集まってまとまった意味概念を示す語群の聞き取り練習である。聴覚文法

の観点からは，このようにphrasingされた語群は，次から次へと追加さ

れて1つの文章が展開されてゆく。1つの文章全体の意味を捕えるために

は，各phrasingの語群の意味を瞬時に理解することが必要である。1つ

のphrasingの中に含まれる語数は少ないもので3～4語位，多いもので

7～8語位である。その後ある程度の基礎ができたら，文字を完全に離脱

して，耳だけの練習へ徐々に広げて行くようにしたい。

4． ま と め

効果的な学習法とは，Asher（1972b）によれば，39）既；習事項から未知の
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ものを把握する力がつくこと，転移の大きいことである。これはことばの

規則を把握することを示している。

 そこで，外国語学習にとっての必要条件は最初は，単純な発音，語い，

文の型が機械的に憶えられるに従い，その中から意識的に学習者自身の中

に一一定の共通の音韻法則や語い変化，文の変形などの型が意識的に分析さ

れ，これらのルールに基づいた習慣が自動的に形成されることである。

 従って， 「外国語の教授法は学習者の意識的な覚醒，および知覚のレベ

ルで行なわれる方略（strategy）が除々に機械化され，内容化されていく習

慣を教え込むことを含まなけれぽならない。」40）

 それゆえ，．本稿では，英語のリスニング（ヒヤリング）における心理・・

言語学的研究を紹介し，それをふまえての英語の聞きとり教育への一助言

を述べてきた。

 リスニング（ヒヤリング）とは，分析と総合を中心とした能動的作業で

ある。それで，英語が聞き取れるということは，英語の文章の中の単語の

流れの順で頭を働かせることができること，つまり英文構造による思考様

式ができるようになることである。当然，聞き取りの練習を多量に行なわ

ないと養われない。

 具体的練習方法としては，word identification drill， phrasing drill，音声

現象の学習，プロソディの指導などが必要である。

 また，，英語ばかりでなく異文化に対するawareneSSをもつことは大事で

ある。我々日本人は，英語を学ぶとき，日本的発想で英語を勉強しがちで

ある。これは単なる練習だけで改まるものではないので，「英語と日本語

の根本的発想の違い・又そ：れをどのまうな場合に用いるかという，場合と

結びつけた学習法を身につけるべきである。」41）それから，話し手の表情や

ジェステイアなどは，ある種の意味を表わしたりする。文化的情報は言語

と一緒に，visual aidsなどを用いて効果的に教える必要がある。

 とくに，実用化を目的とした外国語学習の場合，連続的に，一定の材料

を集中的に学習させる方が効果が上がる。心理的用語で言えば，「記憶の

集中化と他の学習からの干渉を受けない孤立化を狙ったものであり」42），
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リスニング（ヒヤリング）における心理・言語学的研究

集中的，全体的学習が基礎となっている。週に2，3時間，他の多くの科

目と合わせて学習する分散的学習は，効果がない。．

 最後に，聞き取わは，聞き取りの練習だけで完成されるものではなく，

話し，読み，書く面の学習によって，さ．らに深く補強されることも忘れて

はならない。' ｷき取りと他の技能との関係の研究も今後の課題である。
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